
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

今年のハイライトのひとつ「ソチオリンピック」ではスキージャンプの葛西紀明選手の活躍に日本中が湧き

ました。スポーツ界では「40 歳」の壁を越えても第一線で活躍し続ける選手が増えています。体調管理を怠

らず、若手以上に練習するベテラン勢の雄姿には大いに刺激を受けますね。では良いお年をお迎えください。	 

多忙な上に迷いの多い

１ヶ月になりそうな暗

示。自信のないことに

は手を出さないこと。

無理は禁物と心得て！	 

積極的な行動が吉運を

高めてくれる運勢で

す。人の集まる場所に

顔を出すと吉。ただし、

暴飲暴食には要注意！	 

対人運が低迷ぎみなの

で言動にはくれぐれも

注意を！一人の時間を

楽しむとストレスの緩

和に役立ちそうです。	 

これまで停滞していた

ことに進展が見えそう

です。勘が冴えている

月なので自分の直観に

従って行動すると吉！	 

【「社会保障・税番号制度」とはどんな制度？】	 
	 

「社会保障・税番号制度」というとピンとこないかもしれませんが、

「マイナンバー制度」というと耳にされたことがある方も多いので

はないでしょうか。この制度には、「複数の機関に存在する特定の	 

個人の情報」を同じ個人の情報であると	 

確認することにより、社会保障と税制度	 

の効率性や透明性を高める目的があり	 

ます。そのため、住民票を持つすべての	 

人に１人１つの番号が指定されます。こ	 

れを「マイナンバー」といいます。「社

会保障・税・災害対策」の分野において、国の行政機関や地方公共

団体などは保有する個人情報とマイナンバーを紐づけて効率的に

情報管理が行え、さらには関係機関との間で迅速かつ確実にやり取

りができるようになるといわれています。マイナンバーは、平成２

７年１０月から市区町村より「通知カード」が送付され、平成２８

年１月から「社会保障・税・災害対策」の行政手続で必要になりま

す。なお、国の行政機関などだけでなく民間企業でも、従業員の給

料から源泉徴収をして税金を納めたり、健康保険や厚生年金の加入

手続を行ったりする際に、従業員やその扶養家族のマイナンバーを

取り扱うことになります。また、外部の人に講演を依頼して報酬を

支払う場合には、報酬から税金の源泉徴収が必要となります。この

ような場合にもマイナンバーを提供してもらう必要があります。	 



	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

吉田徹税理士行政書士事務所	 

〒980-0803	 	 

仙台市青葉区国分町 3-8-17 日東ﾊｲﾂ 705 号	 

電話：022-707-8774	 FAX：022-707-6182	 

http://www.yoshitax.com	 

mail:office＠yoshitax.com	 

60kg も月体重では 10	 kg。「すべては重力のせいです！」をコンセプトに開発されたこの

製品は、「体重計に乗る恐怖やストレスを少なからず軽減してくれる」と体重に悩む若い

女性や中高年男性から喜ばれています。グレイッシュなデザインはインテリアとしての

センスもなかなかです。地球モードで実際の体重も測定できるので現実直視も可能です。	 

月モードで体重を測定できる『ムーンスケール』がブームです。

月面では重力の影響で重量は６分の１になるため、地球体重の	 

今月の商売のヒント：【「ふだん」を大事に】	 
	 

年の瀬には新年に向けて「新品」を揃えたくなるものです。そんな心理を知ってか知らでか、この時期にな

ると風水で金運がアップするという「黄色い財布」の広告をよく見かけます。もちろん黄色い財布にかえた

だけでお金が貯まるわけはなく、大前提として「基本」というものがあります。	 

例えば風水では、「水まわりをきれいにして風通しをよくしましょう」などといわ	 

れますが、ふだんの環境を整えることで「良い気」を呼び込み、結果として金運	 

がアップしたり運気が良くなったりすると考えるのが自然でしょう。	 

商売をやっている人の中には縁起や験（げん）を気にする人が少なくないようで	 

す。昔から言い伝えられてきたことは、言わば先人の知恵のようなもの。特に年	 

末年始のような大きな区切りのタイミングには、襟を正す意味も込めて縁起や験

をかついでおくと何かご利益に授かれるような気もします。しかしながら「黄色い財布」の効果と同じく、

いちばん大事なのは「ふだんの心がけ」であることはいうまでもないでしょう。	 

人生の処世哲学書として三百年以上も読み継がれてきた『菜根譚（さいこんたん）』の前集 16 項「四つの戒

め」に、「利益は人より先に飛びつくな。善行は人に遅れをとるな。報酬は限度を超えてむさぼるな。修養は

できるかぎりの努力を怠るな。」とあります。強調より協調を、競争より協奏を。	 

日頃からそんな心持ちで仕事をしていれば、商売の神様も喜んで味方してくれ	 

るというものでしょう。	 

ところで、「金運アップの財布なんて子ども騙しを誰が買うのかと思っていたら、	 

夫のお財布がいつの間にか黄色にかわっていた」と笑うのはある社長の奥様。	 

「財布より妻を大事にしたほうがいいことあるよ」と手厳しいご意見ですが、確	 

かにどんな縁起をかついだところで、ふだんから自分を気遣ってくれる人をないがしろにするようでは商売

がうまくいくとは思えません。慌ただしい年末年始ですが、どうか「ふだん」を大事にお過ごしください。	 

【死ぬまでに行きたい！	 
世界の絶景	 日本

編】	 
---------------------------	 
絶景ブームのさきがけとなっ
たこのシリーズの第２弾です。
写真の美しさはもちろんのこ
と、お勧めの季節、予算、行き
方などの情報が充実していま
す。日本を再発見する魅力に溢
れ、旅に出たくなる一冊です！	 


